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1 i t の構文
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早寝早起きを続けるのはだれにとっても良い習慣だ。

たしかにとても

難しいことです。

善悪の
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2 比較の構文

（彼は学者というよりむしろ文筆家だ）
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私はかなづち同様に泳げない。
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《selectⅠ 英語重要構文》
i t の 構 文第　講座

比 較 の 構 文第　講座

i t の構文1

比較の構文2

⑶馬が魚ではないのと同様くじらも魚ではない。
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不 定 詞 の 構 文第　講座 不定詞の構文3

彼の外見よりむしろ人柄

して経験が豊富だったので，評

と言った。
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